
第 26 号様式（第 63 条関係） 

令和５年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市立図書館 

所 在 地 鹿屋市北田長１１１０７番地 

指定管理者 

名 称： (株)図書館流通センター     

代表者： 代表取締役 谷一 文子     

住 所： 東京都文京区大塚三丁目１番１号 

連絡先： 03-3943-3501          

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（６月）１回 

●その他（ご意見ポストの設置） 

●事業決算の確認 

●利用者アンケート（１月実施） 

 

担当部課 

（問合せ先） 
教育委員会 生涯学習課  電話 0994－31-1138（直通） 

 

【モニタリングの総合評価】 

１ 施設の設置目的の達成について 

 （年度別利用者数） 

 令和３年度 

制度14年目 

令和４年度 

制度15年目 

令和５年度 

制度16年目 
前年度比較 

入館者数 70,611 68,477 71,083 2,606 

貸出者数 55,396 56,470 56,716 246 

貸出冊数 319,848 322,834 326,293 3,459 

蔵書冊数 193,572 194,985 194,960 △25 

図書予約 10,405 10,755 11,151 396 

 ※上記入館者数には移動図書館車の利用者数が含まれています。 

（年代別本館入館者数） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 前年度比 

小学生以下 14,146 15,348 16,456 1,108 

中  学  生 2,582 2,517 3,027 510 

高  校  生 2,787 3,121 3,394 273 

大  学  生 1,239 1,291 1,174 △117 

一      般 40,608 37,021 39,165 2,144 

※上記の入館者数には移動図書館車の利用者数は含まれていません。 

 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、図書館の利用状況は減少傾向が続いて

いたが、感染対策が緩和されて以降は徐々に回復し、入館者数、貸出者数及び冊数

については前年をやや上回ることが出来ている。 

 



また、令和４年10月１日からは、かのや市電子図書館サービスが始まり、図書館

でも館内にフリーWi-Fiを設置して、電子図書館に対応する環境を整えている。 

なお、移動図書館ほたる号のイベント出張（令和４年度４回→令和５年度４回）

や、スタッフの出張おはなし会（令和４年度７回→令和５年度11回）と外部との連

携を図り、図書館に来てもらうだけではなく、自分たちで地域に飛び込む取組に力

を入れている。  

今後もこのような取組の継続を期待する。 

 

２ 市民サービスの向上について 

   利用者アンケートにおいて、「職員の言葉遣いや身なり、対応」「職員の説明」

「館内の案内や表示」すべての項目で「満足」「やや満足」の割合が増えた。 

   しかしながら、令和元年度までは「満足」「やや満足」の回答が約85～90％を

得ていたことから、研修等を通じて今後も利用者のサービス改善を期待したい。 

 

※図書館利用者アンケート 

（調査期間：令和６年１月実施、アンケート用紙230枚を配布し203枚回収） 

 

３ 総 評 

  各種事業の参加者を継続的な利用者に繋げるため、事業内容の充実を図っている。

また、「ご意見箱」の設置やアンケートの実施により市民の声を積極的に取り入れ

るなど、図書館の利用者サービスについては高く評価できる。 

  また、令和６年度は規模の大きなイベント実施及び中・高生や一般利用者を中心

とした新規利用者の増加へ向けた取組みを行い、図書館の利用促進に繋げていただ

きたい。 

  なお、今後も鹿屋市の推進する「親と子の20分間読書」運動と連携して、普及啓

発や実践について取り組んでいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

（１）既存の事業等に加えて新たな取り組みで図書館利用者の増加に向けた取組を図

る。 

（２）各種SNSなどで、イベント等のこまめな情報発信を行い、利用促進を図る。 

（３）「親と子の20分間読書」運動と関連した取組を行う。 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

（１）「親と子の 20 分間読書」運動の推進、周知を行う。 

（２）安全な利用環境の確保を図るため、老朽化した施設について計画的な修繕を実

施する。 

（３）子どもの読書活動のさらなる推進を図るための取組について検討・導入を行う。 

（４）新たな取組など改善点が多く考えられるため、図書館と連携を強化する。 

（５）まちなか図書館をはじめ、地域の読書環境の整備を図る。 

 

 

 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

大隅広域図書館ネットワークで、他市町との図書貸借の中継や、予約図書の貸出サ

ービスの開始に伴う予約図書の配送・回収を担うなど利用窓口の拡充を図るほか、移

動図書館車「ほたる号」により施設から離れた地域への貸出サービスの提供を行うな

ど大隅半島で広域的な読書活動の啓発・普及を図っている。 

・開館時間：午前９時～午後７時 

・休 館 日：月曜日、12月29日～翌年１月３日 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

「ミニ図書館まつり」や「図書館ウインターコンサート」等図書館に足を運んでも

らうための工夫を凝らしたイベントを開催し、新たな利用者の掘り起こしを行ってい

る。 

県立図書館の団体配本の取りまとめをし、地域への読書推進にも力を入れている。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

 館長を中心に計12名のスタッフで運営を行っている。司書資格者は８名で、指定管

理者募集の要件である３割を上回っており、専門的知識を活かしたレファレンスが行

われている。また、図書室司書への研修会や指定管理者独自での研修会を開催するな

ど職員のスキルアップに努めている。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

会計処理は本社経理部で、施設保守は専門業者へ再委託を行うなど、業務分担が明

確に分かれていることから、図書館職員は、図書館業務に専念することができ、個人

情報を有する書類等の適正な管理や利用者サービスの充実が図られている。 

 

 



④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

毎月の施設点検や法定点検を実施して、危険箇所は速やかに所管課へ報告して修繕

を行うなど、施設の安全維持を図っている。定期的な館内巡回に加え、危機管理マニ

ュアルに基づいた消防・消火訓練等を行い、安全管理に努めている。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

 こまめな消灯など無駄な電力の削減に努めているほか、電気・LPG使用量、図書館車

両の燃料消費量の調査を毎月行い、環境問題を意識した管理運営を行っている。 

⑶事業収支 

①経済性 

イベントで使う道具の自主制作や、廃材等の再利用など経費削減に努め、電気料削

減を図るため令和４年４月からLED照明のリース契約を結んだ。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

指定管理者の本社である株式会社図書館流通センターの令和６年１月期決算では、

売上高は前年度比107.56％、経常利益は前年度比129.06％となっている。 

また、財務比率は、自己資本比率66.2％、流動比率188.3％、固定比率71％、総資本

経常利益5.4％と一般的な基準を確保しており健全経営である。 

 



第 27 号様式（第 63 条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市立図書館 所 管 課：生涯学習課 

所 在 地 鹿屋市北田町11107番地 設置年月日：昭和56年５月 

設 置 目 的 図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保有して、一般公

衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資す

ることを目的とする（図書館法第２条） 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

図書館法 

鹿屋市立図書館条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 5,742㎡ 

延床面積 2,073.49㎡ 

《無料》 

図書館法第17条の規定により、利用料金制度は導入

していない。 

事 業 概 要 （１）管理運営に関する業務 

（２）図書館事業に関する業務 

（３）その他の業務（視聴覚機材貸出外） 

 

２ 経営分析評価指標 

① 事業収支 △2,250,850円 ④外部委託費比率 6.1％ 

② 利用料金比率 － ⑤利用者あたり管理運営コスト 789円 

③人件費比率 51.3％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 756.3円 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数  298日 

開館時間  ９時～19時 

事業開催 

 

①図書館イベント 
・第 10 回図書館まつり（ブ
ックリサイクル、おはなし
会） 
・第５回鹿屋市高校生ビブ
リオバトル大会（バトラー
７名、観覧者 60 名） 
・夜のこわ〜いおはなし会
（参加者 20 組） 
・図書館 de 学び塾（４回開
催、参加者 66 人） 
・鹿屋市文化ゾーンまるご
とブックフェスタ（図書館
イベント参加者 460 名） 
・図書館ウインターコンサ
ート（参加者 81 人） 
・かのや市電子図書館関連
ワークショップ（参加者 44



人） 
②読書推進活動 
・おはなし会の実施（図書
館内 35 回／参加者 631 名） 
・巡回・出張おはなし会（22
回／参加者 1,378 名） 
・ブックスタート事業（絵
本管理） 
・貸出文庫 
・どくしょつうちょう配布 
・「としょかんだより」毎
月 210 部発行 
③コンテスト関係 
・エッセイコンテスト（応
募 228 編） 
・第９回図書館を使った調
べる学習コンクール（応募
作品 87 点） 

 

 

４ 利用実績 

項     目 令和４年度実績 令和５年度実績 前年比 

図書館本

館 

入館者数 ５９，２９８人 ６３，２１６人 ３，９１８人 

貸出者数 ４７，２９１人 ４８，８４９人 １，５５８人 

貸出冊数 ２９６，２４３冊 ３０３，１６４冊 ６，９２１冊 

新規登録
者数 

１，００３人 ８７６人 △１２７人 

移動図書

館車 

利用者数 ９，１７９人 ７，８６７人 △１，３１２人 

貸出冊数 ２６，５９１冊 ２３，１２９冊 △３，４６２冊 

新規登録
者数 

７８２人 ８５３人 ７１人 

蔵書数 １９４，９８５冊 １９４，９６０冊 △２５冊 

レファレンス件数 ２，６０３件 ２，２７５件 △３２８件 

複写サービス ２０４件 １７４件 △３０件 

相互貸借数 ６２５冊 ５３６冊 △８９件 

図書予約 １０，７５５件 １１，１５１件 ３９６件 

 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項  目 
実施計画（事業計画書よ

り） 
実施内容（実績） 

指定管理料 ５３，３７０ ５３，７６０ 

その他収入 ７７ ７２ 

収入計（Ａ） ５３，４４７ ５３，８３２ 

人件費 ３０，８００ ３１，４１９ 

委託料 ２，６９５ ３，４３６ 

旅費 ５５０ ２０１ 

図書費 １０，１６４ １０，５０８ 

修繕料 ６２６ ６２９ 

消耗品費 ７５９ ３５９ 

通信運搬費 ５０６ ４６３ 

印刷製本費 １６５ ２２４ 

光熱水費 ４，１０３ ４，０８６ 

燃料費 ３１２ ２７７ 

手数料 ０ ９６ 

備品購入費 １，９２５ １，８８３ 

租税公課費 １１ ７０ 

使用料 ５５ １，１９９ 

保険料 ２７１ １２９ 

事業費 ３６８ １，０１５ 

広告宣伝費 ８２ ４６ 

雑費 ５５ ４２ 

支出計（Ｂ） ５３，４４７ ５６，０８２ 

収支（Ａ）－（Ｂ） ０ △２，２５０ 

 

 



第 28 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者自己評価表 

2024 年  6 月  4 日 

 

指定管理者 株式会社図書館流通センター   

 

施 設 名 鹿屋市立図書館         

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 

１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っている

か 
３・２・１ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ３・２・１ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ３・２・１ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ３・２・１ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ３・２・１ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めてい

るか 
３・２・１ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や

初動対応要領の作成等） 
３・２・１ 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 
質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ３・２・１ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ３・２・１ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ３・２・１ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ３・２・１ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ３・２・１ 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告してい

るか 
３・２・１ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・２・１ 

15 事業収支は妥当であるか ３・２・１ 

総 合 

評 価 

(所感) 

前年度と比較して利用者数・貸出数は増加したが、コロナ禍以前の水準まではまだ回

復していない。サービスの質を高めながら安全安心に施設を利用できる環境を整え、

各種地域の団体と協力しながら魅力的なイベントを継続して開催することで、利用者

が多く足を運んでくれる施設としていきたい。スタッフに対しても賃金のベースアッ

プや研修機会の提供など労働環境の向上に取り組み、安定した雇用と継続的な教育の

提供を今後も続けていく。 
【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 


